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世紀と	世紀の日本においてドイツ人医学者によって持ち込まれた西欧
の知識の重要性は一般的に過小評価されていると言える｡
この論文では日本に関係したドイツ人医学者の中でも, 	
世紀と	世紀の
日本に最も重要な影響を与えたカスパル・シャムベルゲル, エンゲルベルト・
ケンペルとヨーハン・アダム・クルムスという３人について簡単に紹介する
と共に, それぞれの医学者が果たした役割について日本と西洋の両方の研究
成果を基に再検討する｡
日本は明治維新以降, 驚くべき速さで西洋の知識や技術を取り入れたが,
そのような知識の吸収を可能にした基礎を築くにあたり, ドイツ人医学者の
	
世紀と	世紀の日本での活動はどのような影響を与えたのであろうか｡
また日本という島国が近代化へ向かうにあたり, 日本の文化の歴史の中で
医学はどのような重要性を持っていたのだろうか｡ そして医学は日本と近代
的知識を結ぶ架け橋であったのだろうか｡ ヨーロッパやアメリカではあまり
注目されてこなかったこのテーマについて日本ではここ数十年の間に数多
くの研究がなされてきた｡
年, 宮崎克則が編集した ｢ケンペルやシーボルトたちが見た九州, そ
してニッポン｣ という興味深い著書が出版された ()｡
日本医師学雑誌にこれまで発表されてきた論文で用いられた文献資料はヨー
ロッパやアメリカの研究ではあまり扱われてこなかった｡
( )	
一方で, 何人かのドイツ人の研究者達がこれまで知られていなかった文献
資料から新しい発見を得, 論文を発表してきたが, それらの研究結果はこれ
まで日本語に翻訳されてこなかった｡ ドイツのケンペル研究者であるベアト
リス・ボダルト・ベィリーは年に新しい作品を日本語で発表した
(	
)｡
筆者は日本の大学で教鞭をとる人の日本人医学者を対象にアンケート
調査を行い, 世紀と世紀の日本において, 最も重要な役割を果たしたと
思われるドイツ人医師を尋ねたところ, 上で述べたカスパル・シャムベルゲ
ル, エンゲルベルト・ケンペルとヨーハン・アダム・クルムスの３人のドイ
ツ人医学者達が特に重要であるという回答が得られた (：－
頁)｡
カスパル・シャムベルゲル (－)
年, オランダ商館は将軍の命により人工の島, 出島に移転した｡ 
年・年, 長崎の港を, 港の近くにある丘から削り取った土で埋め立てて,
出島は造られた｡ 歴史家である沼田次郎は出島を１万３千平方メートル
の小さな人工島として出島を説明した｡ 出島へのたった一つの通路はいつも
監視されており, 朝に開かれ, 夜には閉鎖された｡ ヨーロッパ人は特別な許
可を得た者だけが, 出島を出ることができた (	：頁)｡ こ
こにはオランダとの貿易関係があるヨーロッパの医学者達のみが住むことを
許された｡ 出島のオランダ商館に勤める一番重要な医師達はドイツ人であっ
た｡ 彼らはオランダ政府のために勤務し, オランダ人として見られていた｡
日本の専門家であるグラント・・グットマンはこの小さな島での制限され
た生活事情を分かりやすく説明している (：－頁)｡
年, ドイツ人のカスパル・シャムベルゲルは外科医として出島にやっ
てきた｡ 彼はとても有能だとされ, 年から年までしか出島に住んで
( )
いなかったにもかかわらず, 日本に来た初期のヨーロッパ人医師達の中でも
特に重要な役割を果たした (	
：	頁)｡
年から年にかけて, ドイツ人の研究者であるヴォルフガング・ミ
ヒェルは新しい資料に基づいて日本医師学雑誌に発表した三つの論文の中で
カスパル・シャムベルゲルについて詳細に述べている (	
)｡
ミヒェルの 	


(ライブツィッヒから日本へ) と
いう重要な著作によって彼の研究結果はヨーロッパでも知られるようになっ
た｡ 年, 九州大学の学術雑誌に発表された論文で, ミヒェルはさらに日
本でのカスパル・シャムベルゲルの活動と ｢カスパル流外科｣ について紹介
している｡ ミヒェルはシャムベルゲルについてこれまで知られていなかった
多くの事実を明らかにした｡ 特にミヒェルは多くの新しい資料を基にシャム
ベルゲルの生没記録 () を含めた詳細な分析を行った｡ 資料と
なったのは当時江戸にいたビジュレヴェルトというオランダ人商人と長崎の
オランダ商館長ブロークホルストの間の往復書簡や, 当時オランダ外科につ
いて極秘に記された日本語の書類 (	：頁) というものであっ
た｡
年から
年まで生きたシャムベルゲルはライプツッヒで外科医師試
験を受け, 歳の時, 商館医として長崎の出島へ渡った｡ 医学に興味を持っ
た数多くの日本人は医術を学ぶため, 出島にシャムベルゲルを訪ねた｡ 
年に初めて外国人医師として江戸参府に同行したシャムベルゲルから幕府は
強い印象を受け, 彼に江戸滞在を延長し, 西洋医学の講義を行う様依頼した｡
シャムベルゲルは数か月を江戸で過ごした後, 	年に将軍からの高価な褒
美の品と共に出島に戻った｡
江戸参府の際にシャムベルゲルは多くの患者や医学生に出会った｡ シャム
ベルゲルの最も重要な成果は ｢カスパル流外科｣ を創始したことである
(
：頁)｡ カスパル流外科はオランダの外科医術の中で最も大
( )
きな影響を与える学派となった (	
：頁)｡
シャムベルゲルの弟子の中で最も有名なのが年に通訳として出島にやっ
てきた外科医の猪俣伝兵衛である｡ シャムベルゲルの外科医学の流れを汲ん
だ猪俣の医学は彼の弟子である伊良子道牛 (

) や河口良庵 (
－

) に伝えられた｡ ミヒェルは彼の著作 	


(ラ
イブツィッヒから日本へ) の中で一章を河口について割いている｡ またミヒェ
ルが示すように, 河口の残した文献からは, 河口が, シャムベルゲルの去っ
た後にも西洋外科医学についての知識を集めようとしていたことがうかがえ
る (			：
頁) ｡ 今日でも通訳者猪俣によるシャムベルゲルの
医術についてレポートなど, カスパル流外科を参照した手書きの医学資料が
残されている (			：頁)｡
シャムベルゲルが果たした役割への理解については, 近年の研究の中で大
きな進展がみられた｡ 	
年のゴルドン・・メストラーのシャムベルゲル
についての描写は他者の文献資料に基づいたものであったが (	
),
これをヴォルフガング・ミヒェルの新しい研究結果と比較すると, 当時のシャ
ムベルゲルについての様々な見解が今ではふさわしくないと判断できる
(									)｡
ミヒェルの研究からも, シャムベルゲルが現在の日本では, カスパル流外
科の創始者として非常に重要な存在として見られていることがわかる｡ シャ
ムベルゲルは西洋医学, 本草学と薬品の生産の取り組みの持続のため大きな
役割を果たしており, 	世紀に始まった急速な日本の現代化の基礎に貢献し
た (			)｡
エンゲルベルト・ケンペル	
(－)
エンゲルベルト・ケンペルは年にレムゴで牧師ヨハネス・ケンペルの
息子として生まれた｡ クラコフ大学の哲学博士号を取得後, ケンペルはケー
( )
ニヒスベルク大学で医学を勉強し, 年にライデンで医学の博士号を取得
した｡ 彼のラテン語で書かれた 	




 

  には, 日本に関する二つの研究も
含まれていた｡ 年にケンペルはスウェーデンのウプサラに赴き, そこで
スウェーデン王のカール世に宮内官として仕えた (	
：頁)｡
年, ケンペルはスウェーデン宮殿の要請で書記官としてペルシャへの遠
征に加わり, ペルシャ王のもとへ派遣された｡ この際にケンペルはペルシャ
の植物学と自然史を学ぶことができた｡ その後年にケンペルは医師とし
て東インド会社に勤め, 年に出島に派遣された (	)｡
ケンペルが来日した時には彼がドイツを離れてすでに年が経っていたが,
それまでに彼は多くのアジア諸国の宗教, 歴史, 言語, 医学, 地理学, 動物
学と植物学に関する知識を身に付けていた｡ ケンペルは一般的なヨーロッパ
人が持つ自民族中心主義の狭い見解で日本を見るのではなく, より広い視野
で物事を見ようとした｡ 彼はそれまでの幅広い経験に基づき, 日本で見聞し
たことを世界中の多くの文化と比較することができたため, 日本をより深く
理解することができた (
－	：頁)｡
ケンペルの出島での勤務は僅か２年であったが, その間, 年と年
にケンペルは江戸参府に参加した｡ クライヴェーク・デ・スヴァーンはケン
ペルの江戸参府について詳しく記している (			：－
頁)｡
出島でケンペルは商館医として医学の他に天文学と数学を教えた｡ ケンペ
ルは一人の若い日本人の従者を与えられ, 彼に医学を教え, 彼からは日本に
ついての多くの情報を得たが, ケンペルはおそらく彼の従者を保護するため
に彼のアイデンティティーを公開しないように守った｡ ケンペルが従者から
得た情報は彼の江戸参府の参加により更に広く深い知識となった｡
パウル・ファン・デア・フェルデ ( 	
!		) は新しく発見
した資料に基づいてケンペルの従者の名前は今村源右衛門英生 (－)
( )
であったと推論した｡ ファン・デア・フェルデは今村が少年時代に出島で外
科を学んだことは証明したが, 今村がケンペルの従者であったという証拠に
は不十分であった｡ しかし, その後, ロンドンの英国国立図書館の日本に関
するコレクションの長年の担当者であるユー・イング・ブラウン (－
	) が新たな証拠資料を発見し, 今村がケンペルの従者であった
ということが明らかになった (	
：
－

頁)｡
片桐一男はこの証拠とされる資料を翻訳し, 彼の
年の今村源右衛門英
生についての作品の中で公表した (
：
－頁)｡ 片桐は彼
の
年の論文の中で, 新しく発見した資料に基づき, ケンペルと今村とい
う二人の学者の実りの多い共同作業について詳細に記している｡ ケンペルと
今村によって行われた, 西洋の学術作品の翻訳は, 日本への知識移転に非常
に大きく貢献した (
：－頁)｡ ファン・デア・フェルデ
は今村がケンペルと同じような学術的能力を持っていたと指摘している
(
：
－
頁)｡
ケンペルは多くの文献で ｢日本の学術的発見者｣ として褒めたたえられて
いる (

：－頁)｡ カール・マイアー・レムゴは彼の
年
に発表されたケンペルについての伝記のタイトルでケンペルのことを ｢初の
ドイツの研究旅行者｣ と呼んでいる (－
)｡ このマイアー・
レムゴによる伝記は長年にわたり基準的学術書として見られていたが, 新し
い研究に基づくデットレフ・ハーバーラントによるケンペルの伝記 
	
	
(エンゲルベルト・ケン
ペルの不思議な生涯) (
) と, そこからさらに内容が拡張
された英語版の出版のため (
), マイアー・レムゴの伝記は
古いものと見なされるようになった｡ ハーバーラントは, ケンペルの研究と
彼が日本にもたらしたことは日独関係において奇跡的で幸運なケースである
と同時に, 歴史における日独関係のクライマックスであったと述べている｡
ケンペルが伝えた日本に関しての当時のイメージはかけがえのないものであっ
( )
た｡ ハーバーラントはケンペルの ｢日本の歴史と紀行｣ という作品を ｢昔の
日本についての旅行文献の最高著作｣ と見なしている (	

：
９頁)｡
驚いたことに長年ドイツではケンペルの主な著作を出版する出版社がなかっ
た｡
ケンペルの 	
			(日本の歴史と紀
行) という作品, は初めてスイス人のヨーハン・カスパル・ショイヒツァー
() の英語訳で	年にロンドンで
というタイトルで発表された (	
)｡ 	年から
年までにかけて, 解説付きの作品はイウディツィウム出版社よりすこしずつ
刊行されている ( ! "：	－)｡
特にヴォルフガング・ミヒェルとバレント・・テルヴィールにより発表
された#(今日の日本) という本の第１と第２巻では, 今ま
でのケンペル研究に関する問題点がもう一度議論され, 部分的に答えられ,
同時に新たな問題点が発見された(! $	)｡
それまでに発表されていた全ての版は著しくケンペルのオリジナル原稿と
違っていたことが明らかになり, 新しい版の出版が喫緊の課題となった｡
ドーム (%) によるケンペルの版 (	
&') に関してミヒェ
ルは, ザビーネ・クロッケ・ダッファ ((－%), ユルゲン・
シェッフラー (# ) とギゼラ・ヴィルベルツ ("
)) の編による重要な論集の中で意見を表明している (!：
		－'頁)｡
この論集 ((－%  )) の中でも特に以
下に挙げる論文は, ケンペルが日本に与えた影響を評価するため特別に興味
深い｡
	*バーレント・ヤン・テルヴィール (+$)：		

 
	 	 (上向きの口ひげの男性)
( )
(	：
	－頁)｡
フォルカー・ライヘルト ()：	

  
  	

(ジパング, マルコ・ポーロの日本と中世と近代の間のヨーロッ
パの世界像) (	：
－
頁)｡
ラインハルト・ツェルナー ()：


－

(知っている事柄をあえてせず,
閉鎖的な行動を取る－日本が日本自身のことについて学んだこと)
(	：
－頁)｡
	ヨーセフ・クライナー (  )： !" # 
#""$(ケンペルとヨーロッパが抱いていた日本像)
( 	：－	頁)｡
ユールゲン・オースターハンメル (%&!!)：




  !"
#

(エンゲルベルト・ケンペルと
世紀のアジアに対する認識)
(&!!	：－
頁)｡
ローター・ヴァイス ('()：



$

(エンゲルベルト・ケンペルの動物学に関
する専門用語) ((	：	－		頁)
現在のケンペルに関するイメージにとって解説付きのケンペルの書簡の版
は重要である｡ なぜなら, ケンペルは作品の中でよりも書簡の中でこそ, 多
くのことを覆い隠さずに表現しているからである ()$
：頁)｡
比較的短い期間, つまり２年間だけでケンペルがどのようにして日本に関
する膨大な情報を得ることができたかは多くの研究者にとって謎であった｡
ケンペルに関する研究において, 以前は繰り返し, ケンペルはどこまで彼の
作品を自分で執筆したか, または彼の作品はすべて自分が行った研究結果に
基づいていたかという問題が呈された｡ ケンペルの研究者である今井正は
( )
年に発表したケンペルが使った史料についての論文で, これまでの批判
が当てはまらないことを証明している ()｡
ゲルハルト・ボンは	年にすでに大英博物館でケンペルの遺構を詳細に
リストアップしており, このリストは	年に発表された (
	：－
頁)｡ これを基にして, 今井はケンペルが日本からヨーロッパに持って帰っ
た書類, およびケンペルが５冊の本のそれぞれの章で使っていた日本の文献
や他のケンペルが分析した日本に関する情報をリストアップした (
：－頁)｡ このようにケンペルの研究方法と彼が使った史料の詳
細な説明によって, ケンペルのオリジナリティーに関する疑いが晴らされた｡
今井は彼のケンペルの 	
			(日本
の歴史と紀行) についての論文でケンペルの小さな間違いを指摘している
(：－頁)｡ しかし, 今井の指摘は ｢日本の歴史と紀行｣ の
ケンペルによるオリジナル版とドームによる版との内容と全く同一であると
いう前提に立っているが, 実際にはドームによる版は重要な箇所でケンペル
の原文から異なっている(：－頁)｡
いずれにせよ, 今井にとっては評判の高いケンペルの著作は, 幅広く, 客
観的に日本の地理と文化を紹介したものであり, ヨーロッパの日本学に大き
な影響を与えた重要な作品であった (：	頁)｡
ボクサーはケンペルの著作をシーボルト以前の時代における日本に
ついての最良の本であるとした (
：頁)｡
テオドル・ホイスにとってケンペルは冷静な客観性を持った非凡な書き手
であった (：頁)｡
レムゴにあるケンペルの記念碑にはラテン語でアルブレッヒト・フォン・
ハラーによりケンペルを讃える次のような言葉が刻まれている｡
｢他の海外を旅した研究者の後塵を拝することなく, 常に真実を究明するた
めにたゆまぬ努力を尽くした｣｡
アルブレッヒト・フォン・ハラーのみならず, チャール・デ・セコンダ・モ
( )
ンテスキュー, ローベルト・マルトゥス, イマーヌエル・カント, アレクサ
ンダー・フォン・フンボルト, カール・リッターなど, 多くの偉大な学者た
ちがケンペルを ｢旅する研究者｣ であり, 日本について初めて詳しく学術的
に紹介した人物として讃えていた (	)｡
沼田次郎が指摘するように, ケンペルの著作のオランダ語訳が比較的早い
時期に日本で知られるようになったため, ケンペルが日本の歴史の中で果た
した役割は非常に重要であったと考えられる (
：－頁)｡
ケンペルと彼の 『日本の歴史と紀行』 という著作は世紀から世紀にか
けて多くの日本の書物に引用されていた｡ 特に年に発表された志筑忠雄
による 『日本の歴史と紀行』 の最後の章の翻訳により, ケンペルは日本より
広く知られるようになった｡ 江戸幕府は年から年にかけて, 天文方
を通じてケンペルのすべての著作を日本語へ翻訳させたが, このことは幕府
がこの著作を重要であると認識していたことの表れである｡
年に発表された 	 
	 の中でケンペルは日本
の鎖国の正当性を弁護している ()｡ この著作の第５巻には
ケンペルによるの日本の植物についての記述が含まれているが, これに
よってケンペルは日本の植物研究に大きく貢献することになった(－
：－頁)｡
この点に関し, ヴォルフガング・ムントシックはケンペルを最初の日本植
物の研究者であるとしている( ：頁)｡
たしかにケンペルはツンベルク以前の日本植物に関する一番重要な研究者
ではあったが, しかし, ケンペルより前に!・クレイアーはすでに日本の
多くの植物について学術雑誌に発表し, 収集物をヨーロッパへ送っていた｡
ムントシックは今日でもエンゲルベルト・ケンペルの名前が付いた多くの植
物についてまとめている ( ：－頁)｡
ブリギッテ・ホッぺはハーバーラントの解説付きのケンペル著作集の第３
巻でケンペルによる点以上の日本植物のデッサンを紹介している
( )
()｡
一方で２年間の出島での商館医としての滞在期間中のケンペルの治療成果
や直接の日本への影響の大きさについては今も議論が交わされている｡
しかし, 今日ではほとんどすべてのケンペルを扱った日本と西洋の研究者
の間で認識されているように, ケンペルが日本学の基礎を作った人物であり,
彼の研究が西洋でも日本でも考古学, 地理学, 動物学, 植物学, 民族学や熱
帯医学といった学問に大きな影響を与えたということは争いようのない事実
である｡
ペーター・カピツァの研究はケンペルに関しての理解にパラダイムシフト
をもたらした｡ カピツァはケンペルの影響が学術研究, 特に宗教批判や国家
政治, あるいは歴史哲学の議論の分野で残っていることを示した(	
	
)｡ カピツァが指摘するように, ケンペルは世紀の終わりにすでに日
本を理解するための重要な先駆者として再評価されている (	
	：
頁)｡
年 －で出版された 	(ヨーロッパにおけ
る日本) という作品でカピッツァはケンペルを通してどのようにヨーロッパ
人の日本像が変わったかを示している｡
一方, 今井正はベルリンでの研究中に年に出版された ｢日本の歴史と
紀行｣ のドイツ語の新版を非常に強い興味を持って読み, ケンペルの死後
年たった年に, この本を新しく翻訳した(	
	：頁)｡ この
翻訳の第２版が年に出されたことはケンペルの本への関心が今でも日本
で薄れていないことを示している(	)｡
また特に, 年にレムゴで設立されたエンゲルベルト・ケンペル協会と
箱根にあるケンペル・ブルニー協会の盛んな交流によってこの偉大な日本学
者についての記憶が呼び起こされることになった (	：
頁)｡ 年にテオドーア・ホイスはケンペルを無名であると形容していた
が (：頁), ここ数十年間のハーバーラントによるケンペルの
( )
伝記 ( 	

	

) や解説付きのケンペルの著作の出版
(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) と (－
) によってケンペルが日本に与えた影響, そしてヨーロッパにおける日本
観に与えた影響が再評価されている｡
	年にレムゴ市は市の最も重要な市民であったケンペルの周年を祝っ
た｡ レムゴ市, リッペ周辺の連合とエンゲルベルト・ケンペル協会は協力し,
展覧会, 刊行, 発表会と学校行事を含む記念プログラムを企画した｡
このプログラムにより, 海外を周った	世紀の最も重要なヨーロッパ人研
究者の一人であったケンペルは讃えられた(－  ：)｡
また, 周年記念のみならず, その後も数年にわたりエンゲルベルト・
ケンペルに関する多くの出版物が刊行されたが, ハーバーラントの 
	
－ 
!

(エンゲルベルト・ケンペル－伝統と開発における学者人生) (
!：) という作品の前書きは次のように記されている｡ ｢ケンペルの作品
に関する学術的な取組は終わらず, また記憶するための行動もただ祝うため
の要素になったとは全く言えない｡ ケンペルの作品を再び扱うことによって,
ケンペルの記述を発生史的な関係, また文献史的な関係で見ることが必ず必
要という想定が正しいということが示されている｡ 同時にケンペルの作品を
当時の植物学, 医学と地理学の作品との関連も踏まえて分析しなければなら
ない｣ (!：)｡
ハーバーラントはケンペルの生誕周年の際, 	年９月にヴォルフェ
ンビュッテル市のヘルツォーク・アウグスト・図書館でエンゲルベルト・ケ
ンペルについての学術シンポジウムを企画したが, このシンポジウムでは様々
な専門的な視点からの成果があげられている(!：")｡ ハーバー
( )
ラントの論集でウルリヒ・ゴッホは日本に対するケンペルの見方の新しい成
果を扱っている (：		－)｡
ブリギッテ・ホッペはケンペルの日本の植物に関する学術的な研究をケン
ペルに先行する研究者先と比較検討している(
：－)｡
カール・アウグスト・ノイハウゼンはケンペルのラテン語のテキストを取
り扱っており, これらのテキストはケンペルの研究を理解するための重要な
鍵になると考えられる (：－)｡ 特にノイハウゼンは
彼の興味深い分析の中で, ケンペルのラテン語の著者としての重要性を確認
するためにも, ケンペルのよるラテン語のテキストとその参考資料のリスト
を出版することの重要性を指摘している (：)｡
さらに, アムステルダム大学教授のローロフ・ファン・ゲルデルはケンペ
ルがオランダの東インド会社で研究者として働いていた時の役割を分析して
いる (：－)｡ ファン・ゲルデルは特にケンペルが
経済的に困窮していた時に書かれた作品を称賛している (：
)｡
その一方で, 芸術史家であるニールス・ベュットネルはケンペルの作品の
風景画とイラストを研究している(：－)｡
ケンペルは生前, すべての学術的な作品を発表することができなかったが,
ここ数十年間でようやくケンペルの数多くの作品が再評価され, 彼の作品の
重要性が認められるようになった(：)｡
筆者は	年８月にレムゴを訪問した際に大妻女子大学のベアトリス・ボ
ダルト・ベィリー教授とエンゲルベルト・ケンペル・ギムナジウムの文書保
管係のローター・ヴァイス博士の案内で彼らと一緒にレムゴのケンペルの足
跡を巡った｡ この際に筆者はビデオにて記録を行ったが, ボダルト・ベィリー
教授はケンペルの生家, 市の文書館, レムゴ近郊リーメにあるシュタインホー
フ, 聖ニコライ教会のケンペルの家族墓所, エンゲルベルト・ケンペル・ギ
ムナジウム, 魔女市長の家, ケンペルの記念碑と顕影碑といった, ケンペル
( )
にまつわる重要な場所において案内して下さった｡
ケンペルの生家は今日では聖ニコライ教会の信者の集会堂として使われて
いる｡ リーメのシュタインホーフはケンペルが年日本から帰ってきた後
で購入した家である｡
ケンペルが通っていた学校はラテン語 	
(レムゴの学
校) と呼ばれていたが, 年に 	 (エン
ゲルベルト・ケンペル学校)と改名された｡
校庭にはケンペルがヨーロッパへ持ち帰った銀杏やカラマツ (	

	
) が植えられており, ケンペルの植物分野での功績を思い出さ
せる｡
ケンペルの常設展がある魔女市長の家でローター・ヴァイス博士はケンペ
ルに興味を持つ人のため, 年に文献コーナーを設置した｡
ドイツではケンペルのことは長い間ほとんど忘れられていたようであった｡
しかし, 今日ではケンペルの研究が, ドイツと日本との協力関係と両国間の
( )
レムゴ近郊リーメにあるシュタインホーフ：低い新築の方がケンペルの
館のあったところ
知識移転に大きな役割を果たしたことがドイツでも大きく評価されている｡
今回のレムゴの訪問ではそのことを再確認できた｡
レムゴにある日本人が寄贈の記念碑は, 日本人のケンペルの功績への称賛
を示しているといえるだろう｡
 	

(－)
日本の江戸における第八代将軍徳川吉宗 (－) はヨーロッパの学
問を日本にもたらすことができるよう, 公式に禁止されていた西洋の本の導
入に対する規制を緩和したが, 実際には年以降既に本の導入に関して例
外措置があった (	
：－)｡ 規制緩和により, 年から
はキリスト教と無関係であれば, それまで禁止されていた本でも導入するこ
とができるようになった (：)｡ その後, 年には輸入禁止
( )
レムゴにあるケンペル顕彰碑 デトモルト宮―ケンペルはここでリッ
ペ伯フリードリヒ・アドルフの特医と
して勤務した
令は全般的に廃止された (－ 	

：)｡
将軍吉宗は天文学を学び, 自ら天文学のための重要な道具を発明した
(	
	：	－	)｡ また, 日本人は実用に資する本を取り入れたが,
それらの本は特に天文学や医学に関するものであった｡ 西洋から日本への知
識移転の基礎を築くため, 将軍吉宗は	年に野呂元丈と青木昆陽らに蘭学
を扱うことを依頼した ( 	
：	)｡
野呂が	年に発表したオランダ植物学についての本と, 青木の	年の
オランダ語辞典はこの知識移転に貢献した｡
当時, 中国や日本の文明よりもヨーロッパの文明を尊重した司馬江漢
(	－		) や本多利明 (	－		) のような開放的な人物は蘭学への
興味を奨励した (	
：)｡ この点に関し, 渡辺実は江戸時代に
おけるオランダ語の日本語への影響を分かりやすく説明している (
	
	：	－	)｡
自らの信仰のため西洋学問を教説した神道流の平田篤胤のような人物もヨー
ロッパの医学分野での高い成果を認識していた (－ 	

：)｡
しかし, 専門書の翻訳は長い間難しい問題とされていたが, 様々な分野での
ヨーロッパの文化的な影響は次第に大きくなり, 特に医学分野での影響は,
日本でも認められるようになった (	
	：	－	)｡ 西洋医学の日
本の助産術への最初の影響は, オランダ語の本の日本語訳についての酒井シ
ヅの記述を通してうかがうことができる (	
	：－)｡
ヴァーゲンザイル () が指摘するように, 西洋の影響の下で書
かれた初期の三冊の日本の解剖学の本の中でも, 特に杉田玄白によって翻訳
されたヨーハン・アダム・クルムスの解体新書は日本医学の発展に最も大き
な影響を与えた (	

：	－)｡
	
年に生まれたドイツ人医師のクルムスは, 自身では来日したことはな
かったが, 彼の著作によって日本の医学の発展に大きく貢献した｡
クルムスと彼の解体新書に関しては石田純郎がヨーロッパでの精力的なフィー
( )
ルドワークを通じ, 日本医師学雑誌などのジャーナルにいくつかの重要な研
究成果を発表している｡
医師であった杉田玄白 (－) は年に, クルムスの年に出
版されたオランダ語訳を日本語へ翻訳した｡
杉田は当初オランダ語を一語も解さなかったにも関わらず, 多くの挿絵か
ら感銘を受けた (	：
－
)｡
杉田はそれらの挿絵によって説明された事柄を実際に確かめようとしたが,
解剖を許された死人は当時賤民とされたエタのみであった｡
しかし, 杉田は役人に賄賂を渡し, 親しくしていた医師の前野良沢 (
－
) と共に小塚原で死罪になった歳の罪人の解剖に参加する機会を手に
入れた(	)｡
彼らは解剖された死体の内臓がクルムスの描写と一致していることに驚き
を新たにした｡
クルムスの解体新書の描写はそれまで日本で主流であった漢方医学の医学
書とは大きく異なっており, 後者の誤りが明らかになった｡
このようにして, 杉田玄白はクルムスの医学の技術の原則を理解し
(：	), 前野と共に解体新書を翻訳することを決めた｡
江戸の幕府と京都所司代からの許可を得た後, 年に解体新書は日本で初
めてのオランダ語からの翻訳書として出版された｡
は杉田玄白が年に
歳で記した回顧録の中で自身のクルム
スの著作の翻訳が, 日本の文化史上重要な意義を持っていたと言及している
ことを指摘し, 杉田玄白によるクルムスの翻訳は近代の日本文化史の転換期
となり, 西洋の植民地化から保護した日本の反応は西洋への挑戦でもあった
と述べている (：)｡ 同時に, 谷口まゆみと  
は, 年に完成したこの解体新書の翻訳は, 簡潔に書かれた医学の入門書
ではあるが, この本が西洋医学の導入に関する転機となったとしている
(!"#$#% 	：)｡
( )
解体新書の翻訳は, 日本での西洋作品の翻訳への興味のブームを引き起こ
させた｡
前野良沢の弟子である大槻玄沢 (－) が年に書いた蘭学につ
いての本はオランダ語を学ぶためのものであっただけではなく, ヨーロッパ
の医学の他, 地図製作, 植物学と近代の武器技術に関する知識に関しても強
調されていた｡
当時の儒教学者である柴野栗山 (－) は無能で中国の本も読めな
い西洋の ｢野蛮人｣ の中にも学術的な研究能力を持つ人物もいると認識する
ようになり, 蘭学を認めなかった他の日本人学者よりもヨーロッパ医学とよ
り深い関わりを持った｡ また, 池田哲郎は儒学と蘭学についての研究論文で,
何人かの儒学者たちも西洋学に対する開放が必要だと認識していたことを指
摘している (	
：－)｡
一方, 当時医学者となった多くの者たちは, 政治的な障害なしで西洋の学
問を学べるという理由だけで, その道を選んでいた｡
テッサ・モリス・鈴木 (
) は彼女の世紀から世
紀までの日本の技術転換についての著書の中でどのようにして西洋の知識が
日本に広がったかを説明しているが, 彼女によれば蘭学の教育を受けた学者,
特に医者は後に大阪や江戸のような大都市に移動して, 学者として西洋の知
識をさらに広げた｡ 例えば, 蘭学を学んだ平賀源内は電気の導入, 大島高任
は高炉技術に非常に貢献した (
：)｡
実際に出島で働いていた何人かのオランダ商館医よりも, 来日していない
ヨーハン・アダム・クルムスは解体新書を通して西洋医学の敷衍に多く貢献
した｡
解体新書の翻訳は医学の分野だけではなく, 日本の発展, 特に西洋学へ目
を向けることを促した｡ 解体新書の翻訳に対する高い評価は, それまでの
｢蛮学｣ という表現が ｢蘭学｣ に変わったことにも表れている｡
( )
結び
近年の日本とドイツにおける研究は新しい文献に基づき, 世紀と世紀
のドイツ医学はシャムベルゲル, ケンペルとクルムスのような医師達を通じ
日本医学の発展に幅広く影響与えたということを明らかにしてきた｡
世紀から世紀にかけてドイツ医学に関する新しい知識を導入して以降,
日本は次第に漢方医学から離れて行ったが, それは明治時代におけるドイツ
医学制度を日本に導入するための基礎となった｡ また, シャムベルゲル, ケ
ンペルとクルムスのようなドイツ人の医師達の影響は医学だけではなく, 諸々
の学問に及んでおり, 当時の日本医学史がその後の日本の近代化に貢献した
ということができるであろう｡
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